
子育て同盟の取組

取同盟県の施策の情報共有 及びブラッシュアップ

少子化問題に危機感を持った１０県知事が「子育て同盟」を結成。協力して、現場の声を
活かした子育て支援、少子化対策を地方から発信しようと取り組む。（Ｈ２５．４．９発足）
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同盟県の施策の情報共有、及びブラッシュアップ

地方、現場レベルからの、国・各界への提案

国民の機運醸成、少子化対策への意識喚起
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① 地方が少子化対策に自由に活用
できる基金の創設

② 子ども・子育て新制度についての、
地方の意見の反映、財源の確保

③ 保育士・幼稚園教諭の処遇改善、
配置基準の適切な見直し

①最重要課題と位置づけた挙国一致での取組の強化
②未来への投資としての必要な財源の確実な確保
③子育ての経済的負担の大胆な軽減
④地域の実情とライフステージに応じた総合的な対策
の支援
⑤仕事と育児を両立できる環境整備の促進

国へ
提言

サミットinながの（Ｈ２６．５．３１）

○結婚しよう！好きな人と。 ○移住しよう！好きな地方（ところ）へ。 ○子育てしよう！大好きだから。○結婚しよう！好きな人と。 ○移住しよう！好きな地方（ところ）へ。 ○子育てしよう！大好きだから。



少人数学級の成果 ≪生活習慣面≫

◆学級における仲間づくりなど、児童生徒の生活面でも成果がみられた。

◆Ｂ小（４年，５年；いずれも１学級増）では、学級生活満足群（ＱＵ）の
割合が増加。

◆Ｃ中（６学級：36人or37人→７学級：31人or32人）では、不登校生徒数が
激減。

Ｃ中・不登校生徒数
（Ｈ２４年度３年生の年次推移）

Ｂ小・学級生活満足群（ＱＵ調査）の割合
（Ｈ２４年度４，５年生の前年度との比較／年間比較）

% 人

人

７学級 → ６学級 → ７学級
（３３人以下） （３５人以下）

Ｈ２３ ３学級 → Ｈ２４ ４学級（４年）
４学級 → ５学級（５年）

対象校全体
でも減少



教育振興協約と教育協働会議

鳥取県独自の教育改革 ② （国：総合教育会議による「大綱」策定）

教育協働会議

鳥取県独自の教育改革 ①
「教育協働会議」の創設 （国：総合教育会議）
知事、教育委員に民間委員を交えた総合的な教育施策に
ついて検討を行う会議を開催

○ 検討内容
・教育振興協約に基づく施策の点検・評価
・次期協約の検討

鳥取県では、国に先駆けて独自の教育改革を実施中

鳥取県独自の教育改革 ② （国：総合教育会議による「大綱」策定）
教育委員会との教育振興協約の締結
【協約内容】
① 「学びの質」 の向上 （ 英語力強化、土曜授業等 ）

② いじめ・不登校対策の充実 （ ﾌﾘｰｽｸｰﾙとの連携等 ）

③ 特別支援教育を充実 （ 手話ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀの配置等 ）

④ スポーツ・文化芸術活動の振興 （ 障がい児・者との交流拡大等 ）
Ｈ２６協約書の締結（3.26）

主な成果
○ いじめ・不登校総合対策センターの設置

○ （H26から）土曜日授業等の取組がスタート
（ Ｈ２５まで取組なし→ Ｈ２６.１０末時点 県立高校 ７校、小中学校 １２市町村 ）


